
1 

 

特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第 7 期（平成２４年度） 第3回 理事会 議事録 

 

１ 日時：平成２４年８月１８日（土）１９：３０～２１：００ 

２ 場所：天拝学童保育所 

３ 出席者：理事２３名（内議決権行使書提出者４名  

髙木美和理事、中村陽子理事、石井いち子理事、福尾美由記理事）  

窓口指導員２名・事務局２名 

議題 

１．理事長挨拶 

２．協議事項      ・・・・・・資料番号１ 

①法人組織および事務局強化・法人経営改善に係る定款変更（案）の趣旨及び

骨子について【第７章以降】 

３．審議事項      ・・・・・・資料番号２ 

 ①ホームページ作成依頼について 

４．報告事項       

議事に先立ち津田副理事長より資料の説明及び発言する際の注意事項と本理事会は理事２４

名中議決権行使書提出者４名を含む出席理事２４名で定足数を満たしており定款第３７条により有

効に成立する旨の報告がなされた。 

 

【議事の経過及び質疑応答】 

議題１ 理事長挨拶 

（横田理事長）より『今回の協議事項は定款の第７章以降で、ＮＰＯ法改正に伴うものが中心となる。

また、二日市東学童からの定款変更に関する質問や意見がきている。他の学童の参考となると思

われるので、その紹介と回答をしたい。審議事項では、情報発信の強化と事務の効率化を目的とし

たホームページ作成依頼について審議する。』旨の挨拶がなされた。 

 

議題２ 協議事項 ①法人組織および事務局強化・法人経営改善に係る定款変更（案）の趣旨及

び骨子について 

  （横田理事長）より、『法人組織および事務局強化・法人経営改善に係る定款変更（案）の趣旨

及び骨子について』資料番号１をもとに説明がなされた。 
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《定款変更に係る説明の要旨》 

① 定款その他書類の備え付け及び閲覧、決算関係書類の提出及び閲覧、通常総会に係る理

事長、監事の手続きをＮＰＯ法改正に係る修正を加え第９章『管理』として追加するもの。 

② 前回の理事会において口頭で説明した部分、人事権に関する規定の改正案である。定款第

３３条（理事会の権能）3 項及び４項（人事の決議）は機能していないことから、人事案件につ

いて報告だけにする等運用を実情に合わせるか、人事権を理事長（執行部（役員会））と特

別委員会に再構築をするか、その両方をもってすることの提案※１。 

 

※１ たたき台である資料においては採用・任用・異動・退職に関する人事権すべて理事長の権限として

いる。 

 

 

《二日市東学童からの定款変更に関する質問・意見とその回答について》 

１．専務理事について 

Ｑ１―１ 

そもそも専務理事という立場の内容がとても重要に思えるので、まず専務理事の決定や人選が

行われてから、この計画案が成立し、話ができるのでは？ 

 

Ａ１―１ 

  来年の総会にはＮＰＯ法改正に係る定款改正が必要です。この改正に併せて法人改革に係る

定款改正を行った方が最も効率的であり合理的です。当法人は補助金を受けているＮＰＯ法人

であることからも、各規定間の矛盾解消など、運用、運営上の問題は早く解消するのが得策と考

えます。（専務理事決定後になれば改革は１年遅れとなります。） 

また、理事長である私が定款改正に係る案を理事会に上程し、議論を始めようとしているところ

ですので、原則専務理事の人選後に、これを先送りすることはありません。（もっとも理事会でそ

の方がよいと決まればそのようになりますが。）新しい専務理事には新しい定款・規程等のもとで

スタートダッシュにて業務遂行して頂きます。 

 

Ｑ１－２  

基本的に賛成ではあるが、保護者達の承認を得てほしい。 

  

Ａ１－２ 

   学童の会長や理事の方のご要望があれば、本部役員が出向き保護者会で説明することは可

能であり、喜んでご説明にあがることはすでに周知済みです。 

  ただ、各学童の意見集約は一義的には各学童の会長、理事の仕事であり、その意見をもって最

終的に判断するのは理事自身であることはご認識下さい。法人役員が各学童保護者の理解を

得る努力をするという以上に、承認を得ることが必要となるのなら、ちくしっ子ネットワークの経営

を付託されている各学童選出の理事の存在理由はありません。（法人の経営については理事の

承認を得ればよいというのが建前です。） 
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Ｑ１－３ 

天下り（市役所事務出身者）などではなく、経験者や内容が分かる人になってもらいたい。 

 

Ａ１－３ 

ご要望のように経験者や内容が分かる人に専務理事になってもらうことに越したことはありませ

んが、専務理事は保護者の代表として、経営者に参画する役職であり、政治職であることから、

保育に関する知識や経験よりも経営感覚や対外交渉力、内部統制力、事務処理能力に優れた

人が適任であると思っています。天下りは補助金を受けている関係上、『筑紫野市との｀太いパイ

プを確保できれば強い』という側面からの見方の一例であり、必ず天下りを専務理事に迎えると

いう意味や決定ではありません。 

専務理事との仕事の分担で保育の分野（放課後児童健全育成事業）については事務局に放

課後児童健全育成事業担当本部職員（統括指導員・本部付指導員等名称は未定）を配置し、バ

ランスや役割を分け事務局強化を図ります。また事務局長がその職を兼任しても良いと考えてい

ます。 

  つまり、第二回理事会議事録にも記載していますとおり、コーポレートガバナンス（企業・法人統

治）、として保護者代表である（常勤）専務理事と職員代表である事務局長を中心とした事業執

行体制（法人のすべての施策を企画・立案・提案する体制をこのラインで行い、役員会・理事会

提出議論、承認する仕組み）へ組織再構築を図るものです。誰が理事長、副理事長（経営と保

育の素人）になっても揺るがない組織体制を作りたいと考えている。 

 

Ｑ１－４ 

任期は？ 

 

Ａ１－４ 

  専務理事は理事ですから、理事長、副理事長、平理事とともに定款１６条により任期は１年です。

定款改正後は２年となります。 

 

Ｑ１－５ 

選出は最終的に理事長決定権となっているが、理事長が任期満了で変わる場合、 どうなるの

か？ 

 

Ａ１－５ 

   後任の理事長とともに専務理事についても、経営の引継事項として責任を持って事前に人選

することになるでしょう。※２専務理事の決め方の規則を作るとすれば、役員選任内規となります。

※３ 

 

  ※２ 役員は再任を妨げないことから、（定款細則第１２条）理事長が退任しても、業務に問題や一身上の都合

がない限り、再任されれば、そのまま職責を継続執行することとなります。 
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※３ 優秀な専務理事を引っ張ってこられるかは理事長の力量や人脈に負うところが大きいことから、専務理事

の選任方法は原則公募による方が無難であるかもしれません。このたたき台では専務理事の指名権は理

事長にありますが、原則公募との内規を定めれば、現行規定『理事の互選』のままでもかまわないと考えま

す。 

 

２．理事の２年任期について 

Ｑ２－１ 

選出方法がきちんと決まっていないと、クジや話合いなど曖昧な方法だと文句がでる（１年生の

保護者からとか２年生の保護者からとか条件を決めてほしい） 

１年生か２年生の保護者からじゃないと新４年生になる保護者の場合、毎月の定例会にも参加は

無く、あまり学童に出てくる機会が無いので、他保護者や指導員との打合せなどの関わりが少な

く、子供の為というのはわかるが“その為だけに”というのは酷な気がするし、あまり関係性も良くな

いのでは？ 

 

  Ａ２－１ 

貴重なご意見ありがとうございます。他の理事、学童のご意見を聞いた上で理事の選出要件を

検討したいと思います。 

  

 

３．指導員の採用方法等について 

Ｑ３－１ 

会長が面接を行うという今までの方法は、面接の経験も無いうえに、指導員資格等も無いので

とても難しかったが、一括して本部を通して選んでくれるのは賛成 

 

   Ａ３－１ 

  改革の趣旨にご賛同頂きありがとうございます。 

 

４．指導員の異動について 

Ｑ４－１ 

一度に大人数の指導員を異動させるのはやめてほしい。 

  年に１～２名程度にしてほしい。（一度に変わると保育内容が変わったり、子供たちも不安が

る。） 

 

Ａ４－１ 

    一度に多数の指導員を異動させることは考えていない。当該学童に５年以上在職の職員は

原則異動対象とするが、異動は必要最小限に止める。 

異動については人事権（選任・配置（異動））について、定款、定款細則、運営規程の運用状

況が極めて不良である状況に鑑み、この点を改善（定款変更、諸規程変更）した後から原則開

始します。（具体的には来年５月以降、実質的には再来年４月以降）※４ 
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蛇足ではあるが、誰が異動してもある程度の保育水準や保育内容が変わらないように研修

システムの構築や、保護者と指導員共同での保育理念の創出と実践を同時に図っていく所存

です。 

※４ 来年度本部付きの指導員を配置する場合には１名の異動と新規採用に係る配置を行います。 

 

５．運営部（会長）について 

Ｑ５－１ 

決裁や日常業務管理などの締日はいつ？（ひと月ごとや半年など）又、その提出方法はどう

やるのか。 

 

Ａ５－１ 

    指導員の日常業務管理における決裁については超勤命令簿（伺い）、休日出勤命令簿（伺

い）、出張命令簿（伺い）とその復命書《会議復命書・出張復命書》（職員回覧後会長が決裁）

等であり、その都度決裁するのが原則です。遅くても当月末締めで完了してください。所定の

書式を定めます。対外的な出張の場合など学童の会長と合議（直属の会長が押印決裁し、そ

の後法人に提出理事長が決裁）となります。次回の代表者会議で書式の提案と書き方等説明

します。指導員による法人事務局に対する勤怠の報告（事務処理）については今までどおりで

すが、上記命令簿と相違しないように注意してください。 

  

 

６．その他 

Ｑ６－１ 

指導員の先生が今後運営にも関わることが多いように感じるので、スムースに進むよう指導

員の先生方全員が納得したうえでこの改革を決定してほしい。 

 

Ａ６－１ 

    これまでのちくしっ子ネットワークの成り立ち等、諸般の事情を充分考慮の上あくまで経営と

して判断します。主任者会議等で先生方にも改革の趣旨について理解が得られるよう充分説

明し、意見は聞いていく計画です。 

 

 

《上記説明に係る質疑応答》 

 

（筑紫学童 上野理事）より『定款変更にあたり、役員会で説明したが、資料もまだ全員に配布でき

ておらず、質問はまだ出ていない。保護者用の資料があるのか。』旨の質問がなされた。 

（横田理事長）より『この改革の審議のために理事会資料はすべて公開、議事録についても同様の

方針としている。よって、理事会の資料や議事録を保護者向けの資料として使われても支障はない。

むしろ活用して頂きたい。要約的なものがよければ、議事録の方がよいのではないか。改革の趣旨

やポイント、理事の方の質問事項や回答も記載されているので理解しやすいと思う。保護者に渡し
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ていただきたい。』旨の回答がなされた。 

 

（二日市北 杉村理事）より『９月に役員会をするので、理事会の議事録を早めに送ってほしい。』

旨の要望がなされた。 

（横田理事長）より『今月中には、作成予定である。前回（第２回）の議事録のほうが改革の趣旨に

係る重要な部分が多いので参考にしてほしい。この定款変更案については９月の理事会で各学童、

職員の意見を集約の上、成案を作成し弁護士によるリーガルチェックを受け１０月には正式な総会

の上程案としたい。職員向けの説明については９月に予定している。改正案に係る各学童での説

明について要望があれば、学童に説明に行くので事務局に連絡をしてほしい。また、定款変更案

の審議終了後については、常勤専務理事等採用、職員の処遇改善を含む財政シミュレーション及

び審議を予定している。』旨の回答と意見がなされた。 

 

執行部より『定款変更（案）について』は、重要なので丁寧に対応したい。意見・質問がある場合

は、ＦＡＸでもかまわないので、送付してほしい旨の依頼が重ねてなされた。定款変更に係る要旨

についての質問意見はでず、本日の協議事項を終了した。 

 

 

 

議題３ 審議事項 ①ホームページ作成依頼について 

（横田理事長）より、ホームページ作成の目的と、ホームページ作成依頼内容及び作成依頼先であ

る「オフィスコボリ」についての説明が資料番号２をもとになされた。 

 

（津田副理事長）より、『２４年度予算に計上していないので、予備費からの支出となる。』旨の追加

意見がなされた。 

 

（窓口担当 赤崎指導員）より、『ホームページの更新料が今後かかるのか。』旨の質問がなされ

た。 

 

（横田理事長）より、『ドメイン料が年間 8400 円必要となる。また、個別の内容については広報委員

会や指導員会と話し合いながら作っていきたい。』旨の回答がなされた。 

 

（山口学童 濱崎理事）より、『ホームページ立ち上げ・更新に関して新たに保護者（広報担当理

事）負担が増えるのではないか。また、自分たちでホームページを更新するのか。』旨の意見がなさ

れた。 

 

（横田理事長）より、『ホームページは業者が作成し、更新については事務局にて行うので、保護者

である理事に新たな負担はかからない。また、今、広報誌を作成頂いているが、今まで紙だったの

がＷＥＢになるだけなので、労力は今までと変わりない。印刷を最低限にしてＷＥＢ上（ホームペー

ジ）で公表すれば印刷費の節約や、紙媒体の一過性なものからＷＥＢ環境があれば『いつでも』、
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『どこでも』、『だれでも』、見られる価値のあるメディアとなる。』旨の回答がなされた。 

 

（原田学童 渡辺理事）より、『そもそもホームページを創っても利用者は限られており、検索してま

で当法人のホームページを見る人がいるとは考えにくい。このホームページは誰のために、何のた

めに作成するのか。』旨の質問がなされた。 

（横田理事長）より、『ご指摘のとおり、当法人は商業法人と違うので、そう検索する人も少ないと思

われる。しかしながら、当法人は行政から補助金を受けているＮＰＯ法人なので、その活動内容や

補助金の使われ方、財政状況について広く世間に開示周知することが、何より重要である。行政当

局から当法人の活動内容等の問い合わせがあったときでも、時間をおいて文書で対応するよりも、

ホームページを見て活動内容を鳥瞰的にご確認頂くのが一目瞭然で、対外的信用力は格段に違

うものと考えます。また当法人の活動内容を積極的に発信することで、行政に対するアピール度、

社会一般に対する信頼を増すことになると考えている。また、現在職員の採用の募集については

ハローワーク等第三者に依頼して募集手続きを行っているが、自ら発信することが可能となり、応募

する方も当法人はどのような法人であるか、理解して応募可能であり、求める人材のミスマッチを低

減できる。さらに、入退所等の書式ダウンロード、市役所のホームページリンク、共働き家庭の筑紫

野市転入にかかる学童の保育の検索など利用者やこれから利用しようとする人に対する利便性向

上に資することができる。※５情報発信ばかりではなく職員や役員専用の管理画面を設ける事によ

る事務の効率化、また、法律に基づく法人の決算書などの開示に係る備え付け文書のペーパレス

化が可能となる。ホームページ作成に２０万程度の出費となるが、価値はそれ以上にあると考え

る。』旨の回答がなされた。 

 

※５ 当法人のホームページが共働き家庭の定住促進に繋がれば筑紫野市に貢献できる。 

 

（原田学童 岡理事）より、『子どもの写真は載せるのか。』旨の質問がなされた。 

（横田理事長）より、『子どもの写真は肖像権の問題もあり載せない。』旨の回答がなされた。 

 

（原田学童 岡理事）より、『ホームページ作成についての話は、今日が初めての提案であると思う

ので、一度持ち帰って検討したい。』旨の質問がなされた。 

 

（横田理事長）より、『ホームページ作成についての話は、保護者会におろしている学童はないが、

１回目の理事会で改革のアウトラインの説明の中で明確に打ち出している。』旨の回答がなされた。 

 

（原田学童 岡理事）より、『市のホームページから法人のホームページに入れるのか。』旨の質問

がなされた。 

（横田理事長）より、『市のホームページにリンクを張らせてもらえば可能となる。』旨の回答がなされ

た。 

 

以上の審議の結果、ホームページの作成については一旦持ち帰りとなり、次回の理事会で再度議

論することとなった。 
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以上をもって本日の審議事項を終了した。 

 

議題４ 報告事項 

 

（山家学童 木村理事）より、『広報誌ができあがったので、全世帯への配布をしてほしい。』旨の依

頼がなされた。 

 

 最後に津田副理事長より次回の理事会の日程変更と場所の説明がなされ散会した。 

２１時００分終了 

 


